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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
で
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」

（
11
月
11
日
～
17
日
）
に
合
わ
せ
、
職
業

体
験
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東

京
」（
江
東
区
）
に
「
Ｔ
Ａ
Ｘ　

Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
２
０
２
０
」
と
称
し
、「
税
務
署
」
ブ

ー
ス
を
設
置
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
着

用
で
開
催
し
た
。

期
間
中
、
５
９
３
名
の
子
供
た
ち
が
税

務
調
査
、
１
７
４
名
が
税
務
広
報
官
の
仕

事
を
体
験
、
３
２
７
４
名
が
、
新
聞
社
な

ど
「
Ｔ
Ａ
Ｘ　

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
に
関
連
し
た

ブ
ー
ス
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
行

っ
た
「
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
に

は
、
１
９
５
８
名
が
参
加
し
た
。
ラ
リ
ー

参
加
者
に
は
四
谷
法
人
会
提
供
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
下
敷
き
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

税
務
職
員
の
心
構
え
、税
の
種
類
や
納
税

方
法
を
学
び
、税
務
調
査
の
実
際
を
体
験

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
法
人
会
の
ロ

ゴ
入
り
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
、「
Ｔ
Ａ
Ｘ

Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
・
税
務
署
」
で
税
の
種
類

や
納
税
方
法
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
、
税

の
使
い
道
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し

た
。そ

の
後
、
施
設
内
の
土
産
物
店
に
行
っ

て
税
務
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
で
は
、
税

務
職
員
の
証
明
書
を
提
示
し
、
帳
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
売
り
上
げ
や
消
費
税
額
に

間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
た
。
参
加
し
た

子
供
た
ち
に
は
、
法
人
会
マ
ー
ク
の
入
っ

た
電
卓
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
こ
の
様

子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
、
読
売
、
朝
日
、
日
経
、

産
経
新
聞
な
ど
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

税
務
広
報
官
の
仕
事
は
、
特
設
ス
ペ
ー

ス
で
、
子
供
た
ち
が
大
勢
の
来
場
者
を
前

に
、
納
税
方
法
や
各
国
の
税
金
事
情
な
ど

に
つ
い
て
発
表
し
た
。
聴
講
者
に
は
、
税

の
使
い
道
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
目
的
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
発
表
者
と
聴
講
者
に

は
記
念
品
と
し
て
昨
年
度
東
法
連

広
報
表
彰
に
選
ば
れ
た
世
田
谷
法

人
会
の
イ
ー
タ
君
ぺ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
を
配
布
し
た
。

な
お
、
11
月
17
日
に
は
美
並
義

人
東
京
国
税
局
長
が
視
察
に
訪
れ

た
。

（
２
頁
へ
）

キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
に
税
務
署
ブ
ー
ス
設
置

税
を
考
え
る
週
間

子
供
５
９
３
名
が
税
務
調
査
の
仕
事
を
体
験

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
は
子
供
１
９
５
８
名
が
参
加

消費税軽減税率の説明を聴く子供たち

土産物店で税務調査を行う子供たち

税務広報官となって説明する子供たち
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

第
２
回
東
法

連
理
事
会
が
10

月
２
日
、
明
治

記
念
館
で
開
催

さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
会
運
営
・
事

業
へ
の
影
響
、
令
和
３
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
活
動
等
に
つ
い
て
審
議

し
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。ま
た
、

各
委
員
会
で
の
決
定
事
項
や
「
税
を
考

え
る
週
間
」
の
協
賛
事
業
等
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。

３
密
対
策
を
十
分
に
講
じ
た
上
で

会
議
は
開
催
し
て
い
く

東
法
連
で
は
、
２
月
中
旬
以
降
、
総

会
や
理
事
会
（「
決
議
の
省
略
」
等
に

よ
り
実
施
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
会
議

の
開
催
を
見
合
わ
せ
た
が
、
緊
急
事
態

宣
言
解
除
後
は
、
３
密
対
策
を
十
分
に

講
じ
た
上
で
、
徐
々
に
会
議
を
再
開
し

て
い
る
（
懇
親
会
は
原
則
中
止
）。

今
後
に
つ
い
て
は
対
面
で
の
開
催
を

望
む
声
が
多

い
た
め
、
原

則
と
し
て
大

規
模
な
も
の

は
除
き
、
感
染
リ
ス
ク
防
止
策
を
講
じ

た
上
で
開
催
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。

無
理
の
な
い
範
囲
で

提
言
活
動
を
行
う

理
事
会
で
は
、

９
月
24
日
に
全

法
連
理
事
会
で

承
認
さ
れ
た
、

令
和
３
年
度
法

人
会
の
税
制
改

正
に
関
す
る
提

言
が
報
告
さ
れ

た
。な

お
、
毎
年

法
人
会
全
国
大

会
で
「
税
制
改

正
提
言
の
報

告
」
を
行
い
、

広
く
会
員
等
に

提
言
内
容
の
周

知
を
図
っ
て
い

た
が
、
本
年
度

は
岩
手
大
会
の
開
催
が
中
止
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
全
法
連
で
は
10
月
５
日
の

日
本
経
済
新
聞
（
朝
刊
・
全
国
版
）
に

提
言
内
容
の
概
要
を
盛
り
込
ん
だ
意
見

広
告
（
全
面
）
を
掲
載
し
た
。

提
言
の
実
現
を
目
指
し
、
全
法
連
で

は
、
政
府
（
財
務
省
、
国
税
庁
、
総
務

省
、
中
小
企
業
庁
）
及
び
政
党
（
自
民

党
・
公
明
党
等
）
等
に
対
し
提
言
活
動

を
実
施
す
る
。
ま
た
、
東
法
連
及
び
各

単
位
会
に
お
い
て
も
、
例
年
ど
お
り
地

元
選
出
の
国
会
議
員
、
都
知
事
、
都
議

会
議
長
、
区
市
町
村
長
、
同
議
会
議
長

に
対
し
て
提
言
活
動
を
行
う
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を

踏
ま
え
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

ど
の
程
度
受
け
て
い
る
か
は
不
明
だ

が
、
東
法
連
の
会
員
は
４
～
７
カ
月
間

で
、
２
５
５
１
社
減
少
し
た
（
前
年
は

１
８
４
８
社
の
減
少
）。
退
会
理
由
に

つ
い
て
は
、
休
業
・
廃
業
が
１
０
１
２

社
（
前
年
９
３
８
社
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
っ
た
の
に
対
し
、
業
績
不
振
は
４
７

８
社
（
前
年
２
８
４
社
）
と
約
1.7
倍
増

加
し
た
。

直
接
的
な
加
入
勧
奨
が
行
え
な
い
状

況
は
当
分
続
く
と
思
わ
れ
る
た
め
、
東

法
連
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
る

新
設
法
人
に
対
す
る
Ｄ
Ｍ
に
よ
る
加
入

勧
奨
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。

毎
年
キ
ッ
ザ
ニ
ア
で
は
「
法
人
会
税

金
か
る
た
」
に
よ
る
か
る
た
大
会
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
今
年
は
感
染
症
予
防

の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
税
金
ク
イ
ズ

大
会
を
11
月
11
日
、
16
日
の
両
日
に
開

催
し
た
。

キ
ッ
ザ
ニ
ア
公
式
サ
イ
ト
よ
り
申
込

を
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
使
用
、
期
間
中
71
名
が
参

加
し
た
。

参
加
対
象
は
３
～
15
歳
の
子
ど
も
を

中
心
と
し
、
家
族
も
一
緒
に
参
加
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
選
択
式
の
税
金
に
関

す
る
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
、
税
金
の
知

識
を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
内
容
と
な

っ
て
い
た
。

ま
た
、
参
加
者
に
は
「
法
人
会
税
金

か
る
た
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

（
１
頁
か
ら
）

令
和
３
年
度
税
制
改
正
の
提
言
活
動
を
審
議

東
法
連
理
事
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で

税
金
ク
イ
ズ
大
会
を
実
施

業
績
不
振
で
退
会
が
1.7
倍

新
設
法
人
に
対
す
る
Ｄ
Ｍ
を
継
続

あいさつする
小林栄三会長

税制改正提言の報告を受ける理事会
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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
は
第

１
回
総
務
組
織

委
員
会
（
松
本

光
史
委
員
長
・

江
東
東
法
人
会

会
長
）
を
、
９

月
25
日
、
全
法
連
会
館
で
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
東
法
連
委
員
会
の
再

編
、
全
法
連
「
事
務
局
強
化
支
援
の
た

め
の
助
成
金
」
の
使
途
の
明
確
化
等
が

了
承
さ
れ
た
。

東
法
連
委
員
会
再
編
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
本
委
員
会
で
の
審
議
に
よ
り
、

総
務
組
織
委
員
会
か
ら
組
織
関
連
を
独

立
さ
せ
、
新
た
に
組
織
委
員
会
を
設
置

す
る
方
向
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
の
理
事

会
で
も
了
承
さ
れ
た
。

以
上
か
ら
、
会
員
増
強
関
連
事
項
を

掌
握
す
る
組
織
委
員
会
を
新
設
す
る
た

め
、
委
員
会
規
定
を
改
定
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
運
用
は
令
和
３

年
度
の
改
選
か
ら
と
な
る
。

ま
た
、
今
年
度
の
連
合
会
会
費
に
関

し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
法

人
会
運
営
・
活

動
の
支
障
が
最

小
限
と
な
る
よ

う
、
東
法
連
と
し
て
は
単
位
会
に
対
し

て
出
来
る
だ
け
支
援
し
た
い
と
考
え
、

全
額
免
除
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

助
成
金
の
使
い
途
を
明
確
化

緊
急
時
の
単
位
会
を
サ
ポ
ー
ト

全
法
連
「
事

務
局
強
化
支
援

の
た
め
の
助
成

金
」
の
使
途
の

明
確
化
を
求
め

る
声
が
単
位
会

事
務
局
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
職

員
の
処
遇
改
善

に
使
用
す
る
こ

と
を
強
く
打
ち

出
す
た
め
、
使

途
を

①
職
員
の
賞

与
額
ア
ッ
プ

（
臨
時
賞
与

含
む
）

②
職
員
の
月
給
ア
ッ
プ

③
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
給
ア

ッ
プ
・
臨
時
賞
与
な
ど

④
職
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
む
）
の
増
員
費
用

以
上
①
～
④
の
中
か
ら
支
出
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
た
。

ま
た
、
本
助
成
金
の
東
法
連
分
の
使

途
に
つ
い
て
は
、
緊
急
時
に
単
位
会
支

援
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
単
位
会
の

専
務
・
局
長
が
急
な
退
職
、
病
気
に
な

っ
た
際
に
、
専
務
・
局
長
経
験
者
１
～

２
名
を
支
援
要
員
と
し
て
、
実
際
に
単

位
会
に
支
援
に
行
っ
た
際
の
費
用
に
充

当
す
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

そ
の
他
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
デ

ー
タ
の
利
用
や
東
法
連
就
業
規
則
の
一

部
改
訂
、
公
益
目
的
支
出
計
画
に
つ
い

て
審
議
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

東
法
連
は
東
京
国
税
局
の
協
力
を
得

て
、
全
法
連
作
成
の
研
修
用
テ
キ
ス
ト

「
会
社
の
決
算
・
申
告
の
実
務
（
令
和

２
年
度
版
）」
を
ベ
ー
ス
に
、
３
つ
の

研
修
動
画
を
作
成
し
た
。

①
令
和
２
年
度
税
制
改
正
等
の
概
要

	

（
消
費
税
法
関
係
編
）
約
35
分

②
決
算
法
人
説
明
会

	

（
源
泉
所
得
税
編
）
約
20
分

③
決
算
法
人
説
明
会

	

（
法
人
税
編
）
約
40
分

本
動
画
は
感
染
症
対
策
に
よ
り
各
種

研
修
会
等
を
例
年
通
り
開
催
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
在
宅
で

も
視
聴
出
来
る
動
画
と
し
て

会
員
向
け
に
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

東
法
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
視
聴

期
限
は
令
和
３
年
の
６
月
ま

で
と
し
て
い
る
。

東
法
連
委
員
会
を
再
編

新
た
に
組
織
委
員
会
を
設
置

東
法
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

税
に
関
す
る
動
画
を
掲
載

総
務
組
織
委
員
会

あいさつする
松本光史委員長

委員会再編について審議する総務組織委員会

決算法人説明会動画配信チラシ
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

東
法
連
で
は

10
月
22
日
、
Ｔ

Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
で
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
協
賛
講
演
会
を

開
催
し
た
。

青
栁
晴
久
委
員
長
（
四
谷
法
人
会
会

長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
講
師
の
中
央

大
学
法
科
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
の

酒
井
克
彦
氏
か
ら
、「
企
業
活
動
と
税

務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
～
成
人
に
対
す

る
租
税
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
～
」

を
テ
ー
マ
に
講

演
を
聴
い
た
。

「
納
税
意
識
の
怪
」納
税
に
不
満
だ
が

い
く
ら
払
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い

講
演
で
は
、
最
初
に
租
税
法
律
主
義

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
納
税
意
識

に
関
す
る
全
世
代
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
自
分
が
納

め
る
税
金
に

つ
い
て
納
得

感
が
あ
り
ま

す
か
？
」
の

質
問
に
対
し
て
、
20
代
の
７
割
が
納
得

感
が
な
い
と
回
答
し
た
。
そ
の
理
由
は

納
税
額
が
高
い
こ
と
が
４
割
を
占
め
て

い
る
が
、「
昨
年
あ
な
た
は
い
く
ら
所

得
税
を
納
め
た
か
ご
存
じ
で
す
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
て
、
６
割
が
い
く
ら

収
め
た
の
か
わ
か
ら
な
い
と
回
答
し
て

い
た
。
日
本
の
税
制
に
税
金
が
高
い
と

不
満
は
あ

る
が
、
実

際
い
く
ら

納
税
し
て

い
る
か
わ

か
ら
な
い

と
い
う
奇

妙
な
状
態

の
こ
と
を

「
納
税
意

識
の
怪
」

と
名
付
け

た
。
こ
う

し
た
社
会

の
一
員
で

あ
る
成
人
に
納
得

感
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
出
来
る

よ
う
、
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て

い
く
必
要
が
有
る

と
し
て
、
特
に
20

代
の
租
税
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
が
重
要

だ
と
解
説
し
た
。

そ
の
後
、
国
税

庁
に
お
け
る
税
務

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
取
組
を
紹
介

し
た
。

な
お
、
本
年
度

は
感
染
症
対
策
と

し
て
、
原
則
各
会

１
名
の
出
席
と
し

て
い
る
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
会
員

が
視
聴
で
き
る
よ

う
に
、
東
法
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
会
員
専
用
ペ
ー

ジ
に
本
講
演
の
動

画
を
掲
載
し
て
い

る
。

令和２年分確定申告期における税務署の閉庁日対応の実施について
東京国税局では、令和２年分確定申告期においても、次のとおり閉庁日対応を実施します。

○閉庁日対応を行う税務署
杉並、荻窪、豊島、板橋、葛飾、八王子、武蔵野、武蔵府中、町田、日野及び東村山税務署
次の税務署においては各合同会場で実施します。
合同会場（対象署：	麹町、神田、日本橋、京橋、芝、麻布、	 合同会場（対象署：大森、雪谷及び蒲田税務署）
	 小石川、本郷、東京上野、浅草、本所、	 合同会場（対象署：王子及び荒川税務署）
	 向島、江東西及び江東東税務署）	 合同会場（対象署：練馬東及び練馬西税務署）
合同会場（対象署：	品川及び荏原税務署）	 合同会場（対象署：足立及び西新井税務署）
合同会場（対象署：	四谷、新宿及び中野税務署）	 合同会場（対象署：江戸川北及び江戸川南税務署）
合同会場（対象署：	目黒、世田谷、北沢、玉川及び渋谷税務署）	 合同会場（対象署：立川及び青梅税務署）
○閉庁日対応を行う日　令和3年2月21日（日）及び2月28日（日）
○対応業務　確定申告書用紙の配付、申告相談、確定申告書の収受及び納付相談
※ 下線部は、税務署庁舎外の申告書作成会場で閉庁日対応を行う税務署を示す。
※ 閉庁日対応を行う税務署庁舎外の申告書作成会場及び合同会場の所在地等、詳しくは、お近くの税務署にお問い合わせください。　

成
人
に
対
す
る
租
税
教
育
の
重
要
性
を
解
説

「
税
を
考
え
る
週
間
」協
賛
講
演
会
を
開
催

東 京 国 税 局 か ら の お 知 ら せ

講演を熱心に聴く参加者

あいさつする
青栁晴久委員長

講演する
酒井克彦氏


